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以来書いたことはないっ」と声を荒げるものがいたり、
「ペンなど書くものを持っていないので、貸してくだ
さい」というものがいたり、「ワープロじゃダメです
か？」というものがいたり……。急激なネット社会の進
行で、若者たちはかつての「読み、書き」からすっか
り疎遠になってしまっているのだ。文章として整って
いるかどうかどころか、誤字、脱字が目立ち、ここに
書くのも辛いほどの程度の例も少なくない。
　しかし、私は提出されたすべてをしっかりと読み、
赤ペンで修正、加筆したり、コメントをつけたりして
お返しした。

うしたなかで、素晴らしい文を書く学生がいな
かった訳ではない。横商大の松井一寿君は抜

群の力を示してくれた一人だ。卒業を前にして、彼は
私にこう伝えてきた。「先生、本当にありがとうござ
いました。文章を書くことの大切さを心底から学ばせ
ていただきました。なにとぞ後輩たちにも、この宝物
を教え続けてください」。彼は同時に政治家をめざす
気持ちも深めていたらしく、卒業後に勤めた民間会社
を早々と辞めて、神奈川県湯河原町の町会議員選挙
に出馬した。それは今年３月初旬のこと。開票の結果、
この最年少27歳の青年候補者は、ものの見事にダン
トツのトップ当選を果たしたのだった。
「読み、書き」が、いかに人間を成長させてくれるか。
松井君は公職についたのだから、私はあえて個人名
まで明らかにしたのだが、痛感したのは私たちの運動
が進めてきた「作文コンクール」「はがきキャンペー
ン」の持つ重みの尊さ。心ある皆様方とともに、ます
ます応募作品が増えていってくれるよう、一層努めて
いこうではありませんか。

がこの世に生を享けたのは1941年（昭和16
年）の2月10日。ついに私も今年、後期高齢者

（75歳）のお仲間入りをさせていただいた。ここまで
生きてこられたことに感謝する一方で、さて、これか
ら世の中にどうご恩返しをしていくか。自らに問いか
ける毎日だ。
　私は「小さな親切」運動がスタートした昭和38年に
毎日新聞の記者になった。これがこの運動とのかかわ
りを持ち続ける第一歩となったことは、あちこちでお
話ししていることだが、私が新聞記者をめざしたのは、
中学生の頃に国語の女性教師から、「鈴木君、君の
読み書きの力はスゴイ!!」とおだてられて、いい気に
なったためだ。

い人間の言うことかもしれないが、「読み、書き、
そろばん」は幼少年期の子ども教育の原点とさ

れた言葉だった。私は「そろばん」、つまり理数系の
学力はイマイチ。しかし「読み」＝読解力と「書き」＝
文章力はマアマアで、中学2年生の頃には、もう“物
書き”への道をめざし始めていたといっていい（そのわ
りには、この一文も程度は低いかも……）。
　そうした自分の体験から、私は国政から身を引いた
後に大学の特任教授として教壇に立つと、学生たち
に作文を書かせる時間を設けて、周囲をびっくりさせ
た。栃木の白鴎大学で1年間、神奈川の横浜商科大
学で5年間。それぞれ1回1時間半の講義を前期、後
期とも15回。講義は「現代政治論」と「マスコミュニ
ケーション論」だったが、講義のうちの３回は400字詰
め原稿用紙を５枚とじにして配布、講義の冒頭に黒板
に題を示し、時間内に書き上げて提出させた。
　驚いたのは学生たち。「先生、 作文なんて中学
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「小さな親切」誌は、季刊発行 春号・5月、夏号・8月、
秋号・11月、新春号・1月の予定です
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技術や知識だけでは、本当の医療はできない。
最後の処方箋には「親切」の心が必要。
医療法人仙養会 北摂総合病院　理事長・院長　木野昌也

•「小さな親切」運動の支部として活動する病院
   長野県・諏訪湖畔病院／飯田病院

•いくつもの奇跡がうまれた　母へおくるウェディング
   一般財団法人 仁和会総合病院


